
第 問題

円内に等円数個を入れる（仮に 個）。

黒い部分の面積と等円の直径を知って，

等円の個数を求めよ。

術文（答）

　等円個数＝
黒い部分の面積

等円径

　円の中心を ， 個の等円を （＝ … ）とおき，

図のように記号を付ける。小円径を ＝ ，黒い部分の面積（中央の

個の扇形で囲まれる部分の面積）を とおく。

正 角形 … ＝△

また， ＝ より，扇形 の中心角は，

であるから，扇形 ＝

右図の網掛け部分＝△ －扇形

＝ ･ ･ －

＝

従って， ＝ ＝ 　

＝ 　…①

＝ ＝ … … （ ）（ ）を利用する。

であるから，第 項は， ＝ …となり，ガウス記号をとるとき第 項以降は無視

しても差し支えない。

以下ガウス記号をとる前提で， とおくと， より，①は，

＝ 　…②
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ここで，術文を文字式で表すと， ＝ となるから，②より， …②

②より，関数 （ ）の

グラフを考える。（概形は右図）

漸近線を とおくと，

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝

＝ ＝

従って漸近線は， 　 より，

これと②から， ＜ ＜ 　…③となる。

（ ）

この③の不等式は， ＜ ， ＜ の連立である。

前者より， ＝ …，後者より ＝ …となるから， で成り立つ。■

よって③より， ＋ ＜ ＜ ＋ 　

＝ ＝ となるから，等円個数＝
黒い部分の面積

等円径
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　術文は，一部印刷ミスと思われる。

（ 　ジョーカー）
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